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第１問                            問題のページへ 
[1] x≧2, y≧2より, 12loglog 22 == ≧xs ……①, 1log2 ≧yt = ……② 

8≦xy≦16より, 16loglog8log 222 ≦≦ xy となり, 43 ≦≦ ts + ………③ 

tsyxyxz +=+=+=
2
1loglog

2
1loglog 2222 ………④ 

不等式①②③を満たす st 平面上の領域は, 右図の網点

部となり, ④から,  

zst +-=
2
1  

すると, 右図より, z は )3,1(),( =ts のとき, 最大値

2
73

2
1 =+ をとる。すなわち, 221 ==x , 823 ==y のと

き, zは最大値をとる。 

[2] 32cos3sin5 =- qq ……(＊)より, 3)sin21(3sin5 2 =-- qq となり,  

06sin5sin6 2 =-+ qq , 0)2sin3)(3sin2( =-+ qq  

1sin1 ≦≦ q- より, 
3
2sin =q となる。 

このとき, 
3
5

9
41cos ±=-±=q となり, pqq 20 21 ＜＜≦ とすると,  

3
5cos 1 =q , 

3
5cos 2

-=q  

ここで, 
4

51
3
5

2
2 +＜＜ より, 

45 1
pqp ＜＜ である。 

また, 12 qpq -= から, pqp
5
4

4
3

2＜＜ となるので, 21 qq ＞n を満たす自然数 n の

うち最小なものは, 4=n である。 

 

［解 説］ 

関数についての基本的な問題です。ただ, [2]の後半は, 
．
6.0

3
2sin ==q から考えて, 

q は
4
p より少し小さいという感覚で, まず答を予想しましたが。 
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第２問                            問題のページへ 

点 ),(Q vu に関し, 点 A )2,1( - と対称な点を ),(P yx

とすると, 線分 APの中点が Qより,  

2
1+= xu , 

2
2-= yv  

Q が放物線 22: xyC = ……①上を動くとき, 22uv = より,  

( )2
2

12
2

2 +=- xy , 2)1( 2 ++= xy  

32: 2 ++= xxyD ………② 

ここで, ①②を連立して, 322 22 ++= xxx  

0322 =-- xx , 0)1)(3( =+- xx  

よって, 3,1-=x から, 放物線 Cと Dの交点は, )2,1(R - , )18,3(S となる。 

さて, ②より 22 +=¢ xy となり, 1-=x のとき 0=¢y より, 点 R における放物線 D

の接線の方程式は, 2=y である。 

また, 3=x のとき 8=¢y であるので, 点 Sにおける放物線 Dの接線の方程式は,  

)3(818 -=- xy , 68 -= xy  

31 ＜＜a- のとき, )32,(P 2 ++ aaa , )2,(H 2aa から,  

32232PH 222 ++-=-++= aaaaa  

これより, △PHRの面積 )( aS は,  

)1)(32(
2
1)( 2 +++-= aaaaS  

  )35(
2
1 23 +++-= aaa  

)523(
2
1)( 2 ++-=¢ aaaS  

  )1)(53(
2
1 +--= aa  

よって , )( aS の増減は右表のようになり , 

3
5=a のとき, 最大値をとる。 

このとき, ( )
9

50,
3
5H となり, 直線 HRは傾き

が
3
4

1
3
5

2
9

50
=

+

-
から, その方程式は,  

)1(
3
42 +=- xy , 2)1(

3
4 ++= xy ………③ 

②③を連立して, 2)1(
3
42)1( 2 ++=++ xx  

( ) 0
3
41)1( =-++ xx , ( ) 0

3
1)1( =-+ xx  

a 1-  … 3
5  … 3 

)( aS¢  0 ＋ 0 －  
)( aS       

O

CD

R

S

x

y

O
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すると, 点 Rと異なる交点の x座標は, 1-¹x より
3
1=x である。 

以上より, 
3
5

3
1 ≦≦x において, 放物線 D と直線 PH および直線 HR で囲まれた図

形の面積 Tは,  

( ) ( )òò -+=--++= 3
5

3
1

23
5

3
1

2

3
1

3
2

3
10

3
432 dxxxdxxxxT  

 ( )ò -+= 3
5

3
1 3

1)1( dxxx ( )( )ò -+-= 3
5

3
1 3

1
3
4

3
1 dxxx  

 {( ) ( )}ò -+-= 3
5

3
1

2

3
1

3
4

3
1 dxxx [ ( ) ( ) ]3

5

3
1

23

3
1

3
2

3
1

3
1 -+-= xx  

 
81

160
9

16
3
2

27
64

3
1 =×+×=  

 

［解 説］ 

軌跡と微積分の融合問題です。内容は標準的であるものの, 問題の量, そしてそれ

に伴う計算量は半端ではありません。 
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第３問                            問題のページへ 

(1) 数列{ }na は, 初項 1, 公比
3
1 の等比数列より, ( ) 1

3
1 -

=
n

na となり,  

nn ab 2= ( ) ( ) ( ) 11)1(212

9
1

3
1

3
1

3
1 -+--

===
nnn

 

よって, 数列{ }nb は, 初項
3
1 , 公比

9
1の等比数列であり,  

å
=

=
n

k
kn bT

1

{ ( ) }

9
11
9
11

3
1

-

-
=

n

( )
n9

11
8
3 -=  

また, 積 nbbb L21 は,  

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 2

2

3
1

3
1

3
1

3
1

3
1

3
1 )12(311231

24221
n

nnn
nn aaabbb =====

-+++- L
LLL  

(2) nn bnc ×= 2 ( ) 12

3
12

-
=

n
n , ( ) ( ) 1212

1 3
1)22(

9
1

3
1)1(2

-+
+ +=+=

nn
n nnc より,  

nnn bcc 29 1 =-+  

すると, åå
==

+ =-
n

k
k

n

k
kk bcc

11
1 2)9( より, n

n

k
kk Tcc 2)9(

1
1 =-å

=
+ ………① 

また, å
=

=
n

k
kn cU

1
ncccc ++++= L321 とおくと,  

å
=

+ -
n

k
kk cc

1
1 )9( 1132 9)(8 ccccc nn -++++= +L 11 998 ccU nn -+= + ………② 

①②より, 11 998 ccU nn -+ + ( )
n9

11
8
32 -×=  

nU8 ( ) ( )
3
129

3
1)1(29

9
11

8
32

12
××++×--×=

+n

n
n

n
n

9
1

4
2724

4
27 ×+-=  

よって, 
nn

nU
9
1

32
2724

32
27 ×+-=  

 

［解 説］ 

(2)は, (等差)×(等比)のタイプの数列の和を求める有名な設問ですが, 誘導に逆らわ

ずに計算を進めなくてはいけません。 
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第４問                            問題のページへ 

(1) )0,2,1(BC -= , )1,0,1(BA -= より, 1BABC =× となり,  

2
3125

2
1)BABC(BABC

2
1ABC 2222 =-´=×-=△  

(2) )1(:EB:BB 11 aa -= より,  

vaa == BEBB1  

点 1A を 11 BBOAOA += で定めたとき , 線分

11BA 上の点 Pは, 0≦b≦1として,  

vaubba ++=++= OBBABEOBOP  

また, AE上の点 Qは, 0≦c≦1として,  

BE)1(BAOBOQ cc -++=  

 vcuc )1(OB -++=  

すると, cb = かつ ca -=1 , すなわち 1+-== acb のとき, P と Q は一致する。

すなわち, 線分 11BA と AEは, AEを )1(::)1( aacc -=- に内分する点で交わり, 

この交点を 1E とおく。 

同様に, 点 1C を 11 BBOCOC += で定めたとき, 線分 11CA と線分 AD は, AD を

)1(: aa - に内分する点で交わり, この交点を 1D とおくと,  

DEED 11 a=  

さらに, △ 111 CBA は△ABCを平行移動した三角形なので,  

1111 BCCBED aa ==  

すると, △ 111 DEA と△ 111 CBA は相似になり, その相

似比は 1:a である。 

よって, 四角形 1111 EDCB の面積は, (1)より, 

111
2 CBA)1( △´- a )1(

2
3 2a-=  

また, )0,2,1(OEOB)1(OB1 aaaa --=+-=  

)1,0,(ODOA)1(OD1 aaaa --=+-=  

これより, 225)1()2()1(DB 2222
11 +-=-++-= aaaa  

 

［解 説］ 

問題文に図はあるものの, 多量の文字が設定され, 煩雑そのものです。勘に頼らず, 

10分程度で完答するのは至難の業です。 
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